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テナガエビは誰にでも釣れて仕掛けも
簡単に作れます。また食べて美味しく
釣り人には人気のターゲットです。

※夜間釣行時の持ち物です。
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油で揚げるだけで
美味しく食べられます。

釣ったテナガエビは活かして持ち帰り、
３日～５日ほど泥抜きをしてください。
カルキ抜きをした水を２日おきに交換
してください。水温は27℃以下を維持し、
超える場合は保冷剤や、水を入れて
凍らせたペットボトルを入れて
冷やしてください。

①障害物の隙間をねらって仕掛けを投入。
オモリは底に、ウキは水面の少しだけ下に設定。

②テナガエビがエサを捕まえるとウキに反応がでます。
③ウキに反応があってから20秒から30秒ほど待ちます。
④テナガエビに針がかかるとウキがぴょこぴょこ動いたり
横に動いたりします。

⑤ウキが動いたらゆっくり竿を上げてください。
テナガエビが掛かっているとピンピンと感触が伝わってきます。

※夜間釣行の際はシモリの一番下にケミホタルを使用したり
  ヘッドライトで照らしながら釣るのもオススメ！！


